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内容

 2023年前半に厚労省ABに提出された見通しを振り返る

 厚労省専門家会議・ABに提出された見通しに関するレポート
 （2021年7月5日）アドバイザリーボードの中・長期見通し

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Outlook_Slides_20210705.pdf

 （2021年12月23日）2021年後半の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_ABOutlook2021_20211223.pdf

 （2022年8月24日）2022年前半の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-28/

 （2023年2月17日）2020年の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-53/

 （2023年2月17日）2020年の専門家会議の見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-54/

 （2023年2月17日）2022年後半の厚労省アドバイザリーボードの見通し

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/policy-analysis-55/
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重要ポイント

 2023年始めでは全都道府県での短期の感染者数予測を提示

 資料3-3（23年1月17日〜2月8日）

 状態空間モデルを用いた手法で、前週予測分と実測値の比較および今週予測分の2つを提示

 新規陽性者数・重症者数・入院患者数の見通しは限定的

 超短期予測はこれまでと同様（〜23年4月19日 資料3-2）

 長期予測：マスク着用緩和時の新規陽性者数予測（23年4月5日 資料3-9）

 感染者数・重症者数の減少または利用可能なデータの不足に伴い、重症者数・入院患者数の見通しはない

 各変異株の検出割合の見通しの提示

 米国における各変異株の検出割合（23年1月25日, 2月22日資料3-3）

 相対的再生産数（対BA.5）や現時点での検出割合の分析に関しては23年1月11日から提示

 東京都におけるXBB 1.5のゲノム比率予測（23年3月8日, 23日資料3-3）
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重要ポイント

 5類への移行が感染拡大に与える影響に関する試算は限定的

 感染対策の新たなガイドライン作成に注力していて、分類変更による影響の定性的・定量的な試算は限られる

 資料3-3（23年2月8日）：マスク着用によるR0の減少効果などに関する研究の紹介

 資料3-3（同上）：国内でマスク着用率が変化した場合に平衡状態となる有病率の推定

 資料3-3（23年3月23日）：オミクロン様変異イベントの発生リスクの分析

 資料3-3（23年4月5日）：マスク着用緩和時の新規陽性者数予測

 資料3-7-1（23年4月19日）：新型コロナウイルス感染症のこれまでの疫学と今後想定される伝播動態

 新規陽性者数・重症者数・入院患者数以外の見通しはこれまでと同様

 ワクチン接種率

 毎回提示

 免疫保持者割合

 23年1月11日からBA.5/BQ 1.1（資料3-3） 4



参考資料

 超短期・短期プロジェクション

 中期・長期プロジェクション
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超短期・短期プロジェクション
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7https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001088923.pdf

AB3-2
 2022年1月6日からスタートした超短期新規症例数プロジェクションは2023年4月19日まで毎回提示
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AB3-3
 2023年1月17日から2月8日まで状態空間モデルを用いた短期新規感染者数予測を提示

 前週時点での予測と実測値の比較、および今週時点での2週間先までの予測

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001039364.pdf



中期・長期プロジェクション
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AB3-3
 2021年11月25日からスタートした免疫保持者割合は2023年4月19日まで継続（年末と2022年2,3月を除く）

 免疫保持者割合に関して2023年1月11日からはBA.5とBQ 1.1についてプロット

 2022年3月15日からスタートしたワクチン接種率の見通しも同様に継続（年末と2022年4月27日を除く）

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001088924.pdf
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AB3-3
 CDCのデータに基づいた各変異株の検出割合の見通しは1月25日, 2月22日の2回提示

 リアルタイムでの推定と対BA.5の相対的再生産数は1月11日から提示

 東京都でのXBB 1.5検出割合は3月8日, 23日の2回提示

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001044054.pdf https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001069234.pdf
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AB3-9
 4月5日に東京都での新規陽性者数についての見通しを提示

 マスク着用状況（リスク行動を取る割合）について3つのシナリオを用意してシミュレーション

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001084526.pdf
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Society at the Japan Science and Technology Agency, COVID-19 AI and Simulation 
Project (Cabinet Secretariat), and the Center for Advanced Research in Finance at the 
University of Tokyo.

 過去・現在の政策分析と研究

 https://www.bicea.e.u-tokyo.ac.jp/

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html
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